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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗︓改善　↘︓悪化　→︓変化なし　―︓数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位︓千円、⼈）

７　主な取組実績と成果

８　成果指標の達成状況に関する要因分析

９　今後の事業の方向性

ｔ酒造好適米の生産実績 5,3454,689 5,286↗ 計画的な酒米生産と酒蔵の酒米購⼊量維持を図るため、概ね
現状維持。① 未達成5,318↘
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課・室 産業技術課
実施期間 R7 〜
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実績 推移
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No. 指標名 R7年度
目標値

成⻑産業の創出・振興2-1①

事業番号 07 04 05 事業改善シート（令和７年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

　主⾷⽤米の価格⾼騰の影響を受け、R7年産酒米価格はR6年産⽐で40%程度の上昇が⾒込まれ、酒蔵の経営が⼤きな影響を受
けることが予想される。県内の酒蔵はこの激変に耐えられず、酒米の買い控えを余儀なくされる。
　今後、酒米の計画的な生産と安定供給体制の構築に向け、生産者団体と地域の酒蔵等が一体となった取組を進める必要がある。

・県内酒蔵による県産酒米の買い控えを緩和するため、県産酒米購⼊費⽤の一部を支援する。
・酒米の計画的な生産と安定供給体制の構築に向けた取組を進める。

①県産酒米の高騰に対する支援
　酒蔵の県産酒米購⼊に係る経営への影響を緩和するため、R7年産酒米の購⼊の際、R6年産酒米からの価格⾼騰額の1/2を補
助。補助対象品種は⻑野県奨励品種（美⼭錦、ひとごこち、⾦紋錦、⼭恵錦）とする。

E-mail jizake pref.nagano.lg.jp
事　業　名 県産酒米価格高騰対策事業 部局 産業労働部

0 0 244,067 244,067 149,685 244,062 5.0

-
R6年度 - - - - - - -
R5年度 - - - - - -

R7年度

区分
予算額

決算額 職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等 合計

（予算現額） うち一般財源

①県産酒米の高騰に対する支援
・令和７年⻑野県産酒造好適米を使⽤して商品を製造している清酒製造事業者に対し、令和６年産からの価格⾼騰額の1/2以内の
範囲で、購⼊実績に応じて補助⾦を交付した。（清酒製造事業者72者）
・県産酒造好適米の安定需給体制の構築に向け、生産者（農家）、集荷業者、酒蔵による意⾒交換会を開催した。（２回）

指標 ① 酒造好適米の生産実績 R6年度推移 ↗ R7年度推移 ↘ 達成状況 未達成
主⾷⽤米の価格⾼騰に伴い、酒造好適米から主⾷⽤米への作付転換の動きが⾒られたことにより、生産量の減少に繋がったと推察され
る。

(1) 上記７、８及び県⺠の意⾒等を踏まえた課題
・飲酒⼈⼝の減少や猛暑による原料米の⾼温障害、そして原料米価格の先⾏きが不透明な現状の中で酒蔵が存続するため、経営改
善・体質強化を支援する取組が必要である。
・県産酒造好適米の安定生産・供給により酒米価格の安定化を図るため、実需者間で需要量と供給量の均衡をとるための意⾒交換の
機会を継続的に設ける取組が必要である。

(2) 事業改善の方策
・事業者が抱える経営課題等を分析し、適切な支援団体と連携の上、事業者の課題解決を支援する。
・県産酒米の安定需給体制構築に向け、酒米生産者、集荷業者、酒蔵による意⾒交換会を開催し、実需者間で⾃⾛可能な体制の
構築を支援する。



実施方法

補助⾦

県産酒米価格高騰対策事業

No.

1

部局 産業労働部 課・室 産業技術課

令和７年度実施内容（実績）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

　県内酒蔵による県産酒米の買い控えを緩和するため、R7年産酒米の購⼊にあた
り、R6年産酒米からの価格⾼騰額の1/2以内を補助。
（補助対象品種︓⻑野県奨励品種（美⼭錦、ひとごこち、⾦紋錦、⼭恵錦））

補助⾦交付者︓72者（清酒製造事業者）

事　業　名 県産酒米価格高騰対策事業

事業番号 07 04 05 細事業⼀覧（令和７年度実施事業分）

R5年度
決算額

244,062--

千円千円千円
細事業を構成する主な取組

補助⾦の交付

□当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

1

細事業
No.

R7年度
決算額

R6年度
決算額細事業名


